
The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

（170） 印度學佛敏學研究第 64 巻第 1号　平成 27年 12月

『阿闍世王経』抄本の 梵文写本

加　納　和　雄

は じめ に

　近 年の ，チベ ッ トに伝存する梵文写本の 研究の 進展に は瞠 目すべ きもの が あ る．

ポ タラ宮蔵本 とノ ル ブ リ ン カ 蔵本の 影印 を有す る中国蔵学研 究中心 の 宗教研究所

梵文貝 葉経研究部 門や ， シ ャ ル 寺奥の 院 リプ クの 旧蔵 本の 影印 を有す る 北京大学

の 梵文貝葉与仏教文献研 究所 の 活動 と研 究成果 につ い て は
， 周知 の ご と くで ある

が ，
2013 年にはチベ ッ ト自治区の 社会科学 院が西蔵貝葉経研 究所 を新たに創立 し

て い る． 同研究所は 『西蔵貝葉経研究』（西蔵蔵文古籍出版社）を 2014 年に創刊 し ，

そ の指針 を公 示 した． 同研 究所の もつ ， チ ベ ッ ト伝存の 梵文写本 を全 て 新た に影

印化 した とい う 『西蔵 自治 区珍蔵貝葉経影印大全』 61 巻 （未公開） に は特 に注 目

が集ま っ て い る．

　大 乗経典 の 新出梵本 に 関 して は， 近 年で は ア フ ガ ニ ス タ ン とそ の 近郊 か ら出土

した様 々 な梵文断簡が注 目 されて きた が，チ ベ ッ ト伝存写本 に は 『虚 空 蔵所 問経』

（ポ タ ラ宮蔵 34 枚 の 紙写本）， 『大雲経』 （ポ タ ラ宮蔵 40 枚 の 紙写本お よ びノ ル ブ リ ン カ蔵

58 枚 の 貝葉）， 『菩 薩蔵経』 （ノ ル ブ リ ン カ蔵）な ど，
一 定の 分量 の 揃 っ た 経典 が報告

され て お り i＞
， 大乗 経典研 究 の 進展 に期待 が 高 まる． 本稿 で 扱 う　「阿闍世王経』

（抄本）の 梵本は ご くわずか な断片で はあ るが，初期大乗経典の 原典 を知る うえで

貴重 な新出資料 とい える．

既知の 資料

　『阿闍世 王経』の 既知の 基礎資料 と して は，漢訳 四本，蔵訳
一

本，それに加 えて

梵文断簡があ る 2）． す なわち支婁迦讖訳 『阿闍世王経』（大正 no ．・626）， 竺 法護訳

『普超三 昧経』 （大正 no ．627）， 失訳 『放鉢経』 （大正 no ．62g）， 法天 訳 『未曾有正 法

経』（大正 no ．628）， 蔵訳
’Phags　pa　ma 　s7tyes　dgra　’

i
’

gyodpa　bsal　ba　zhes 　bya　ba　thegpa

chen 　po　
’

i　m
’
do （D　no ，216

，
　p　no ，882）が完本 として伝わ る， そ して梵文断簡は ， ア フ
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ガ ニ ス タ ン に 由来する とされ る五 世紀 頃の もの で あ り， ス コ イ エ ン ・コ レ ク シ ョ

ン に含 まれ， その 影印 も出版 され て い る （以 下 「ス コ ィ エ ン 断簡」と略 Hanis・n ・and

Ha跏   2000 ）．他文献にお い て 本経が 引用 され る こ とは あるが ， そ れ ら引用 か ら

本経 の 梵文が 回収 され る例 は知 られて い な い ， した が っ て 同経の 梵文 断片 と して

は ，上 記の ス コ イエ ン 断簡 の み が 従来知 られ て お り， そ こ に本 稿 で 紹介す る梵文

写本が 新た に追加 され る こ とに なる．

写本 の 由来

　 こ の た び確認 された 『阿闍世王経』の 梵文写本 は 2 葉で あ る t た だ し後述の よ

うにそれ は経典 その もの で は な く， その 体裁か ら判断 して ，
い わ ゆ る抄本の 類 と

理解 され る ． そ の 写本の 詳細 に入 る前 に ， まず そ の 由来 に つ い て 簡単 に触れて お

く． 同 2 葉 は，紐 穴が 2 つ 穿 たれ た， 545 ・ 5，3cm の 大 きさの 貝葉 を素材 と し，

12 世紀 頃の い わ ゆ る Proto−Sarada書体で 記 され て い る． こ の 2 葉 は， 10 数点か ら

な る複数作 品 を収 め る
一

帙の 梵文貝葉集成本 に 含まれ る． こ の
一 帙 の 貝 葉本 は ，

12世 紀 頃
3）に恐 ら くカ シ ュ ミー ル あた りで 作 成 され た後， チベ ッ トに渡 り，そ こ

で ば らば らに分 蔵 され て しま う． そ して 目下， 泣 き別れ写本 と して ， ポ タ ラ宮に

一
束 （46 葉）とシ ャ ル 寺奥の 院 リプ ク に 一束 （41 葉）ずつ が 確認 され て お り， 都

合 87 葉が確認 され て い る． ただ しこ の 87葉 は所 々 歯抜 けに な っ て い て 完本 で は

ない ．つ まり 87 葉以外 に 行方不明 に な っ て い る束が， もう
一

つ 二 つ
， チ ベ ッ ト

の どこ か にあるはずで ある ．そ して本稿 で 扱 う写本 2 葉 もや は り， 完本で は な い ．

　なお， こ の 貝葉本所収の 作品は ， 瑜伽行派をは じめ とする論典の 注釈類が 大半

を 占め る ． その た め， 大乗経典で あ る 当該の 『阿 闍世王経』抄本 は ， こ れ らの 中

にお い て 異色で あ り，他作 品 との 内容的な関連性は見出 し難い ． こ の 集成本全体

の 詳細お よびそ こ に含 まれ る作品 につ い て は
，
Ye

，
　Li

，
　and 　Kano 　2013， 加納 2014，

加納 ・李 ・葉 2015 を参照 され た い ．

写本の 内容

　当該の 2 葉 は
， 下記の よ うに

， 文の 途中か ら始ま り，文の 途 中で終わ っ て い る．

そ して 2 葉それぞれ の 裏面左端欄外に は 2 と 3 とい う数字が記 され る ． 以下 に 提

示す る の は ， 同 2 葉の 冒頭 と末尾， つ ま り 1枚 目表面 （2r）冒頭行 と 2 枚 目裏面

（3v）末尾行の 翻刻で あ る．全体の 翻刻 は，李氏 と葉氏 との 共著論文の 中で 提示す

る予定で ある． 丸括弧は 翻刻者が 補 っ た語句， 角括弧 は写本 に お い て不 明瞭 な文
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字を示す．

写本 冒頭 ，fbl．2rl： （6 文字分汚損 ）hifanham　sarvadehinsm 　1　sadhu 　yiiyaip　prapadyadhvarp
kSaOasampat　sudurlabha 　l　l　vksadhva 叩 lakSarpaiSi　citra叩 kEyarp　buddhasya　bhasvararp　l　jfi5nena
paramipr翫ptarp（read ：

°ta叩 ？）ko　bodhim 　prfirthayen　na 　dim　I　an 　uj　anitam 　a （？）yUya叩 ag 亘rfid

anagariha 颯 Iihaiva　pravraji§y五mi 　durlabha　hi　tathagat翫h　l　I　pitar5v　enam 　ahatub　I　pr血 thay互m 　eva

yad　bodhirp　svayam 　asy互rthinas　tay五lanusi（read ：6i）kSamahe　tubhyas　pravrajy五m 　prati　putraka　11
iti　hi　Sai’iputra　sa 　dai：akas　tau　ca 　pitarau　pa叩 ca ‘at  a  ヌi　ca 陶 ino　bodhici悦am 　udayad 　ya

（read ：pra）

写本末尾 ，fb1．3vlO：pitfinena　td　（matE ）pitarEv　iti　tathaivakar・t＊ lgat幅 ca　yat塩 va ［nty 　aveday ］ad

盃dyah（D　s互dhu　bhob　puru爭a　yas　tva卑 satya 卑 vadasi 　bhUtarp　vadasi 　yath百kfiri
−
　tathE　v5di 　ya8　tva耳1

tath蕊gatasya　puratas　satyarp 　v互carp 　bh互§ase
’

visa1pv 巨dakas　tvam　ity　uktv 五 bhagav互n　aha　l　api 　tu

  a 且upunas 　tvalp　bhoh 　puru＄a　svacittadh 窃r五卑 pratyavek爭asva （1）katamena 　tvaya　cittena 　bho

m 巨t互pitarau　jTvit蕊d　 vyavaropite （read ： vyavaropitau ）atiten5nagatena 　 pratyutpa  ena 　 vatitarXl

cittalp 　k爭ipalp　vigatan 　n   ddhavipari口ata叩 na 　de≦asthalp　tan　na ［de？1≦akyarp 　prajfiapayium（1）
an互gatam　asarpPr巨ptalp　tad　api

　冒頭箇所 は， 過去世 におい て 商人の 息子だ っ た時の 釈尊が ， 自分が 出家する許

可 を両親 に懇請す る ため に偈頌 を発す る 場面で あ り， 同経の 第 3 章後 半に位置す

る． 末尾 は ， 両 親殺 しの 男が 釈尊を表敬 して ，釈尊が 彼 に対 して ， 三 世の 心 が本

来清浄で あるこ とを教え示す場面 で あ り， 同経 第 11 章前半部 に あた る．すなわ ち

同 2 葉が抜粋す る経文は
， 同経の 支婁迦 讖訳 に して 大正 15：394a23−403a23

，
竺 法

護訳 に して 大正 15：412c28 −424b21 ，蔵訳 デ ル ゲ版 に して 228b5 −258a6 に相 当す る

範囲か らの もの で ある 、

　上 記 2 枚は 第 2 葉 か ら始 まっ て い る の で
， 冒頭葉が 欠損 して い る こ とが わか る．

そ して第 3 葉の 後に は， 未発見で あ るが ， 続 きの 貝葉が もう 1葉あ っ た と予想 さ

れ る ． つ ま り全体 は もと もと 4 葉か らな っ て い たが， その うち真ん 中の 2 葉 の み

が現存 して い る と推 定 され る． 現存 2 葉 （f。ls，2−3）の 内容 は ， 全 13章か らなる

『阿闍世王経』の うち ， 第 3〜 11章に またが っ て お り，そ こ にお い て 要点 とな る文

章を抜粋 して い る．そ して残余の 未発見部分の 分量 を勘案する と，第 1〜 3 章途中

まで を含む冒頭葉 と， 第 ll 章途 中〜 第 13 章お よ び奥書 まで を含む最終葉 とが 欠

損 して い る と考 えられ る． 当該 2 葉が 含む同経の 範囲は下 記の とお り （分 節は宮崎

氏の 暫定訳の それに従 う，諸本諸訳の 対応箇所は宮崎 2012 ：34−35参照）．

3 章 　§§25（Ms ．2r1），
26

，
27

4 章 　§§1，
2

，
3

，
5

，
6

，
9

，
10

，
11

，
12
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5 章

6 章

7 章

8 章

9 章

10章

11章

§§3 （Ms ．2vl），
4

，
5

，
6

，
8

，
11

，
14

，
15，17− 18

§§1− 4，
5

§§1，
2

，
3，4 （Ms ．3rl），

5

§1

§§1，
3

，
4

，
5

，
6

，
7

，
8

，
9

，
11

，
12

，
14

，
16

，
17

，
18

§§1，
2（Ms ，3vl），

3
，
4

，
5

，
6

，
7

，
8

，
9

，
10

，
12

，
13

，
23

，
24

，
29

§§1，2，3，5

ス コ イエ ン 断簡との 関係

　ス コ イ エ ン 断簡か ら回収 され て い る 同経の 内容 は下 記の とお り ：3 章§13，
14

，
10

章§3 ，
　4

，
21−27， 11章§1，

2
，
5− 10，12−17，

12 章§8− 10．本抄本 とス コ イ エ ン 断簡との

間に は内容の 上 で 重 なる箇所が ， 10 章 と 11章に わ ずか に存在す る （上 記に 太文字

で 示 した箇所）． しか し本来完本で あ っ た で あ ろ うス コ イエ ン 断簡 と， 抜粋 ・佚 文

集の 体裁 をとる 当該抄本写本 との 間に は， その 体裁に 大 きな違 い があ り， 厳密 に

対応 する文章は ほ ぼ無い ． その ため， 両者の テ クス ト伝統の 系統の 異同 を判断す

る決め手は，今の と ころ見 出 し難い ． た だ し両梵本 を相互 補完すれ ば そ の 梵文

凍典 が ほ ぼ 回収 で きる よ うな節 もある． 例 えば ll章§5 は
， 前半部が抄本か ら ，

後半部が ス コ イ エ ン 断簡 か らそれ ぞれ回収で き， 合わせ る と同節の ほ ぼ全体 の 梵

文が得 られ る．

例， 11章§5 ： 梵文抄本 3v10：katame鞭 iLl趣i狸 」一 蠍 yavaropite（厂鯉 i
　 tPanne 耳壁 iσta1P　c幽 L璽璽難 磐atan 　niruddhaviparipatarp

壓 鯉 一 t一 麗 鍵 （写本完）

Schσyen断簡 ： （．．，cittam 　hi　bhob　purusa　nadhyatme 　kaye　avatisthate 　na 　bahirdha　visayesUpati 一

畢thati　nobha ）yam 　a卑tarepepalabhyate　1　cittarp 　hi　bhoh　puru＄a　na 　n刊（am ＿ na 　sphati）k（a）van ）a叩

1　citta甲 　hi　bhob　puruSa　ar［ipi　ani （darSanam＿ ）m 　asadr ≦a叩 mayopamarp 　［　cittarp 　hi　bhob　puru＄a

na 　ta（．．．rakta 耳ma 　du寧卿 p ）na 　mU ¢ham 　l　citta坦 hi　bhob　puru爭a　nabh （i）sa＠ ）karot凵 na 　karoti　I

na 　vedeti　l　na 　pratyanubhavati　l　 citta叩 （hi　bhoh 　puru§a　prak∬ivi≦uddham 　na 　sarp）kliSyati　na

vigudhyati ［cittam 　hi　bho　puruSa　na 　iha（nfinyatra 　nobhayam 　anta ）repa 　anyatra 　I巨kaSasamam　tac
cittarp 　asamasadrSarp 　avijnapanTyam 　l　tatra　panditena　niveSo 　na （karaロTyab ．．．）prati爭th互narp 　na

karapiy聊 lniketo　na 　karaOTyab（adhik 百ro 　na 　kara）垣yah ［aham 　iti　v 巨 na 　karaplya卑 imameti　va

na 　karapiyarp　l　niSce 写重alp 　bhoh　puru（争a ．．．ln巨ha甲 bhob ）puru§a　evamadhimukt 五n 互単 kle≦a卑

vad 血ni　na 　durgati（§Opapattib　l　tat　ka）sya　hetoh　l　naha 卑 　bhoh　puru爭a 　evarnadhimukt 巨nfirp　klega耳1

vad   i　I　na 　durga傾釧ipapatt山ltat　kasy（a　hetob　y五 cittasya 　prakr巨 s窃na 　sa 魍 i≦yati　na 　viSudhyati）

na 　gati寧u 　pratisarpdaCh巨ti（H ｛mison　and 　Hartmann 　2000 ：194− 195
，　no ．　7a−b）
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（竺法護訳）以何所心危二 親者 ？　用過去心，当来心乎 ？　現在心耶 ？　 其過去心即以滅

尽．其現在心即以別去，無有処所，亦無方面，不知安在．当来心者則亦未至 （＝梵文抄

本）， 無集聚処，未見旋返 ，亦無往還．子 ！　 当知之．心亦不 立於身之 内 ， 亦不 由外，亦

無境界，不処両間，不得中止 ．察其心者亦無五 色 ：青，赤，黄，白，黒．子 ！　 当了之 ．

心者無色 ， 亦不可見，亦無所住，亦不 退転，無有言教，不 可執持 ， 猶若如 幻．子 1　 欲

察心不可 分 別，不可解了，不可名婬，不可究怒 ， 不可 知痴 ， 無婬 ， 怒 ， 痴．子 ！　 当知

心 無生死行，亦無所作，亦無所現 ，亦不現在．心者清浄，亦無垢染 ，亦無浄者．心不在

此 ，亦不在彼，不在異処．猶如虚空，亦無等倫，亦無色像，亦無言教．有 明智者不 当依

猗．勿得言吾，謂是我所 ，莫得造処．無得為想，莫造畢竟．勿有所為，無言己身．勿云

吾我，莫念過去，所以 者何 ？　子 ！　 当知之 ．一
切諸法悉無所住，猶如虚無 子 1　 且

聴之．解如是者仏不謂人於法有脱．若染汚者，不帰悪趣．設心清浄而無垢染，則無諸趣．

（＝ Scheyen梵文断簡）4）

テ クス トの 系統

　『阿闍世王経』の 諸本は主 に二 系統ある とい われ る （宮崎 2012）． つ ま り 〔A 〕支

婁迦讖訳 ， 竺法護訳 ス コ イエ ン 梵文断簡 ， 〔B〕チベ ッ ト訳 ， 法天訳で ある ． 当

該 の梵 文抄本 の系統調査 は今後の 課題 と したい が ， その 系統分析の 手がか りを示

す興味深 い 例が ある． 例 えば本抄本に含 まれ る
一

節 （3v4−5）5）は，竺 法護訳 （10

章§8）に対応箇所が み られ る が ， 蔵訳 （デ ル ゲ版 251a7 −b6）に は対応箇所が な い ．

そ れ以外の 箇所お い て 本抄本は，概 ね竺法護訳 と蔵訳 と両 方に 合うの で ，
こ の 一

点だけを根拠 に して テ ク ス トの 系統 を断定す る こ とは で きない が， 類 例 を積み 重

ね れ ば その 性格が 今後明 らか に な るか もしれ ない ．

抄本編者の 挿入語

　当該 の 貝葉 2 枚 は
， 『阿闍世王経』の 文章を抜粋 しなが ら，時折 ， 抄本の 編者自

身が 語句を挿入 して い る．しば しばみ られ るの が ，次の よ うに，ity　drabhya （「云 々 」）

と言 っ て ， 文章の 途中まで を引用 して おい て ，続 きの 部分 を割愛するケ ース で ある．

　（例 1）2v9− 10 ［7 章§1］：ratrya 　madhyarne 　yame 　bodhisattvapitaka（2v9）prave［Sa］m

　ade6ayat ＊ nasti　sa 　kaScid　dharmo 　yo　na 　bodhisattvapitakanupravi§ta　ity翫r翻bhya 【［

　（例 2）3v4 ［10 章§7］：na 　tvaya　kaScid（iharmab　karai　tTy5 　ity　firabhya 　i　l
　その 他 ， 関係節 （yavat．．．・tfivat）を挟み 込ん で

， 途 中の 場面描写を割愛する 例 も

ある．

　（例 3）3v6［10章§13］：tato囘ak亘ra［buddhya］duSyayugam　yavat　pratyarPayati　tayad

　atyas　tirobabhUva　H
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おわ りに

　 最後 に， 本抄本が い か な る 目的の もとに編纂 され た テ ク ス トで ある の か につ い

て 触れ て 結語 に代 えたい ．大乗経典 に は様 々 な種類 の 抄本があ る．

　 た とえば ， 厖大な分量の 経典の エ ッ セ ン ス を短い 呪文の 中に圧縮 し，経典読誦

の 功徳 を手早 く得 させ る た め に作 られ た大乗経典 の 陀羅尼類が ある ， ネパ ー ル伝

存の 陀羅尼集類 の 梵本 な どに含 まれ る 『楞伽経 陀 羅尼』（加 ヵ航 り禰 m 励 伽 切 ，『法華

経 陀羅尼』（Saddharmapu”darikamantradhdrani）， 「三 昧王経 陀羅尼』（3α瀬 融 か融 励 伽 切 ，

『如来秘密経陀羅尼』 （TathagataguhyakadharaPtr） な どが そ れで あ り6）
， 見方 に よ っ て

は 『般若心経』 もそ の 中に含 まれ るか もしれ ない ．

　ある い は， ア ン ソ ロ ジー 的に 経典の 文言 を抜粋 して 編纂 され た Su
’
trasamuccaya

や Siiksasamucαaya の よ うなテ ク ス トもある ， また 「楞伽経』「肉食品」か ら偈頌

の み を抜粋 した テ クス トもある （Vinita　2010）． こ れ らは特定の テ
ー

マ の もと
， それ

に見合 っ た経文を寄せ 集め て作 られ た もの で あ る．

　しか し本抄本 は
，

い ずれ と も性格 を異 に して い る．核 となる文 を抜粋する こ と

に よ っ て 経典の 内容 を コ ン パ ク トに まとめ る本書は
， 時と して 文脈が 切断され ス

ト
ー

リ
ー

の 流れ を掴み に くくして しまうこ とはあ る もの の ，基 本 と して は， 『阿 闍

世王 経』全体の 内容 を学習者な どに 手早 く伝え る こ とを 目的 と して 編纂 され た の

で は ない か と推定され る． それ は， 例 えば 陳那が 『倶舎論』の 要文の み抜粋 して

短 く編纂 した Abhidharmakos
’
avrttimarmapradipa （D 　no ．　4095，　p　no ．　5596） の ご と き性

格の 抄本 に比せ られ るの で は なか ろ うか ．

謝辞　李学竹氏，葉少勇氏 に は新出梵文資料の 使用に 関して ご理解 とご協力頂 き，宮崎

展 昌氏 に は 同氏が 作成中の 『阿闍世王経』蔵文和訳お よ び 蔵漢対照校訂本 を特別 にご提

供頂 き，多 くの 御教示 を賜 っ た．記 して 謝意を表 します。本拙稿 にお け る 同経の 分節 は
，

宮崎氏の 訳校訂本の それ を使 わせ て頂い た．

1）　力囗納 2012．

2） 同経 の 先行研 究 お よび既 知の 資料の 詳細は宮崎 2012 を参照．

3） 同写本の 書写年代 （12世紀頃）は類似する書体をもち， 奥書 に年代 を明記する 写本

（樺皮洋装，西蔵博物館蔵）か ら予想 しうる．またその 書写年代 を支持する別の 論拠 も

ある ．す なわち同帙 に 含まれ る作 品の ひ とつ Mahdydnottaratantraparicayaに は， 11世

紀中葉か ら後半 にか けて カ シ ュ ミール で 活躍 した 人物 sajjanaの 手 に なる 偈頌が ，「我

が師」の 教言 と して 引か れる の で ，その 点か ら判断 して も， こ の 集成本全体の成立時
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期 は 12世紀頃とみ られ る （加納 2014参照）．

4） 同竺法護訳 の テ クス トは宮崎氏の 準備中の 校訂本を使用 させ て 頂い た，蔵訳 はデル

ゲ版 258a5−b6 に相 当．

5） 本抄本 3v4−5：ci枕a 匸p 　mah …画 a　arUpy 跏 idar6anam　apratigham 　av 埴 aptika 甲 傾 yopa皿 a叩

nEdhyEtmarp 　prajfiayate　na 　bahirdh5　nobhayam 　antare ロa　l　prabh亘svara 叩 hi　cittalp （1）y互

m 羅h互thja　cittasya　prakrtir　nnfisau　samkli ≦yate　na 　vi≦u（dhya）ti　na 　rajyati　na 　mu （v5）爭yati　na

suhyati 　natiunTyate 　na 　prat止anyate 　l
6）Matsunami・1965：307

，
327

，
329

，
337参照．
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